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数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，指数と対数，式の計算と方程式，平面ベ
クトル，場合の数を選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　空所 ア  は，よくできていました。空所 イ  では，２とする誤答が散見されま

した。
　（２）　空所 ウ  は，よくできていましたが，空所 エ  で－51とする誤答がありました。

問題文をよく読みましょう。
　（３）　空所 オ  で　 とする誤答が散見されました。計算ミスと思われる誤答も多くあ

りました。
　（４）　よくできていました。番号のついた玉と間違えたと思われる解答が見受けられま

した。

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ｂの内容から，図形と式，円と直線，点と直線の距離，三角関数
を選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　特に（２）のできがよくありませんでした。
　（１）　空所 ア  ， イ  については，式を整理していないものや25を引くことを忘れて

いたものがありました。空所 ウ  ， エ  では，大小を間違えた誤答がありました。
　（２）　空所 オ  ， カ  については，πが抜けている誤答がありました。空所 オ  は，

よくできていました。
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一般入試前期Ａ日程　２日目

国語

　出典　津堅信之『日本のアニメは何がすごいのか』、祥伝社、2014年
　アニメという受験者にとって身近なテーマであり、取り組みやすかったと思いますが、
筆者の意図からはずれて解答した答案もありました。客観的に読む訓練をするようにしま
しょう。
問１【漢字の書き取り問題】（解答番号は １ ～ ７ ）
　「象徴」を「象微」、「定義」を「定議」と書くなどの誤答が見られました。繰り返し練
習するようにしましょう。　
問２【空欄補充問題】（解答番号は ８ ～ 10 ）
　空欄 Ⅰ   は既にあることを述べているので正答は③、空欄 Ⅱ   は、放映だけでなく、
字幕もという文脈なので正答は⑥、空欄 Ⅲ   は前文をまとめているので正答は⑤となり
ます。正答率は52％でした。
問３【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 11 ）
　問題文２頁にある「この点」から始まる段落に注目することが必要です。正答は④です。
正答率は52％でした。
問４【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 12 ）
　正答は⑥です。設問個所の次段落の内容を踏まえる必要があります。正答率は43％でし
た。
問５【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 13 ）
　正答は④です。空欄 イ   を含む文をよく読む必要があります。
問６【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 14 ）
　指示詞の問題です。直前の段落内容だけを指しているのではなく、海外のアニメファン
が、アニメにのめり込んだ背景とweb上に違法アップロードする背景を押さえる必要があ
ります。正答は⑤です。
問７【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 15 ）
　次段落の内容から、日本のアニメファンが用語を使い分けていることがわかり、その使
い分けは一般人とは異なることがわかります。正答は⑦です。正答率は60％でした。
問８【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 16 ）
　傍線部Ｃを含む段落を押さえれば③が正答となります。正答率は42％でした。

問８【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 30 ）
　多数の受験者が②を選択していましたが、「各学問分野間の相関関係を踏まえて」とい
うような説明は本文には出てきません。正答率は19％でした。
問９【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 31 ）
　傍線部Ｆに続く文を読めば正答はすぐにわかるはずです。正答率は67％でした。
問10【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 32 ）
　本文の記述を正確に読み取ってさえいれば難しくない問題です。正答率は67％でした。
問11【内容合致問題】（解答番号は 33 ）
　まず、約半数の受験者が選んでいた通り、⑧が正答であることは本文の記述を一読すれ
ばわかるでしょう。もう１つの正答の⑨を選んだ受験者は極端に少なかったです。⑨の後
半部の記述が本文に合致していることは、本文を丹念に読めばわかるはずです。誤答とし
て④を選択した受験者が目立ちました。ここでの原因を求めたのはベラー達ではなく著者
です。①・②を選択する受験者も散見されましたが、①は「普遍的な理念にもとづき」が、
②は「現代的な意義を失って」が本文の内容に合致しません。正答率は完答ということも
あって２％でした。

問９【内容合致問題】（解答番号は 17 ）
　正答は④・⑥です。各選択肢の間違いは以下のとおりです。①マスメディアの影響もあ
り、一般世間の中に入り込む、②背景にヤングアダルト向けのアニメの影響がある、③フ
ァミリーコーナーのみに置かれている、⑤行為を後押ししているとは言えない、⑦分類す
ることを止める議論が活発に行われるようになっている、⑧日本と全く同じ理由からそれ
らの語を使い分けているという事実、それぞれが本文にはありません。正答率は46％でし
た。

Ⅰ

　出典　山脇直司『公共哲学とは何か』、筑摩書房、2004年
　「個人を活かしつつ公共性を開花させる道筋」を根源から問う公共哲学に関する啓蒙書
です。論旨は明快ですが、専門用語もあり、やや取り組みにくい内容の文章だったかもし
れません。
問１【漢字の書き取り問題】（解答番号は 18 ～ 22 ）
　正確に書けている解答は少なく、全問正答した受験者の割合は全体の２％でした。
問２【空欄補充問題・前後の文脈から適語を選ぶ】（解答番号は 23 ・ 24 ）
　空欄 甲   は宣伝などと同じく、自分の都合で主張する言葉が入ります。空欄 乙   は
直前の「古典的な自然法をベースに」がヒントです。正答率はそれぞれ32％、54％でした。
問３【空欄補充問題・本文全体の文意から適当な言葉を選ぶ】（解答番号は 25 ）
　公共哲学はアメリカの社会科学界にあまり影響を与えなかったということ、公共哲学は
超歴史的な理論ではないことを踏まえれば正答の⑤を導けるでしょう。正答率は39％でし
た。
問４【言葉の意味を答える問題】（解答番号は 26 ）
　日常的に用いられる言葉ですから、難しい問題ではありません。正答率は59％でした。
問５【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 27 ）
　11頁の後ろから14行目以下で公共哲学がどのような学問かの説明がなされています。こ
この記述をよく読めば、⑥が正答であることは導けます。正答率は４％でした。
問６【内容を理解して該当しないものを選択する問題】（解答番号は 28 ）
　誤答として⑥が多かったですが、11頁の後ろから７行目を読めば誤答であることは明ら
かです。正答率は33％でした。
問７【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は 29 ）
　傍線部Ｄの個所を含む段落の２つ先の段落を読めば正答は自明です。正答率は61％でし
た。
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■出題のねらい
　有理関数の微分および積分について，基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　よくできていましたが， f '（ x ）の極限を求める誤答がありました。
　（３）　グラフについて，（２）の結果をうまく利用できていない解答がありました。
　（４）　不定積分の計算ミスや，f（ x ）を偶関数だと勘違いするミスが見受けられました。

■出題のねらい
　三角関数の３次関数について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　概ねできていましたが，三角関数の合成の計算が間違っている人が見受けられま

した。

■出題のねらい
　絶対値を含む２次関数について，基本計算，最小値，直線との交点，定積分を問いま
した。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　多くの人が正答できていましたが， x を残した式を解答しているものが複数あり

ました。問題文をよく読み，要求に対して正確に答えるようにしてください。
　（３）　多くの人が正答にたどりついていました。一方で，g'（１）=３から a ，b の式を

導出する際にミスをし，減点対象となった解答が散見されました。原始関数や積分
について操作の意味を理解したうえで，十分な練習を積んでください。

　（４）　絶対値に関する場合分けによって，積分区間，符号，式変形などを正確に行うこ
とが重要です。正答にたどりついた人は多くいましたが，計算ミス，転記ミスに
よって減点対象となった人も多かったです。落ち着いて導出し，確認を怠らないよ
うにしましょう。

■出題のねらい
　指数関数を含む関数の微分積分について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが， e‒2xの微分を－2xe ‒2xとする誤答が見受けられました。
　（２）　（１）を正答した人は，概ねよくできていました。 e ‒2x＝０から x ＝０とした誤

答が少数ですがありました。
　（３）　よくできていました。
　（４）　 g（ t ）の式を正しく書けている人が少なかったです。少し複雑ですが落ち着い

て考えましょう。
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■出題のねらい
　ばね・自由落下・衝突といったさまざまな力学の要素を問う問題です。衝突前後で各
種条件が一変しますが，そこで混乱せずに，保存されるものは何かを適切に理解する必
要があります。初期条件によってシナリオが変わる未来を予測する要素を取り入れまし
た。

■採点講評
　基本的な問題と発展問題を出題しました。 問１，２，空所 ア  ， イ  ， ウ  およ
び問３，４，５は，基本的な問題のため，全体的によくできていました。ただ，座標軸の
向き（符号のつけかた）の誤りが目立ちました。また，問４は，力学的エネルギー保存
の法則の式を間違えて解答しているものが多く見受けられました。運動量保存則とエネ
ルギー保存則は，一見似たような法則ですので，成り立つ条件などを整理しておいてく
ださい。
　一方，発展的な問題については，あまり正答率は高くありませんでした。ただし，こ
れらの問題は，決して難しい問題ではありません。空所 エ  は，その直前の空所 
 ア  ， イ  ， ウ  を用いてエネルギー保存則から求められます。ただし，式のかた
ち自体はやや複雑なため，慎重に確認する必要があります。空所 オ  は，考え方，解
き方は空所 エ  とほぼ同じですが，基準点とそれに対する向き（符号）を落ち着いて
考えないと間違えてしまいます。空所 オ  に空所 エ  と同じ解答を書いた人が多かっ
たですが不正答です。問６は，出題者の予想に反して高い正答率でした。問７は，方程
式を立てるだけなので，少し変わった問題に感じたかもしれません。初速のある自由落
下の運動の式と与えられた単振動の式をイコールでつなげる容易な問題でしたが，座標
軸の向き（符号）の間違いが多く見受けられました。

Ⅰ ■出題のねらい
　金属の抵抗と抵抗率の関係式を手掛かりに，金属内で自由電子が電界（電場）から力
を受けて運動し，電流となって流れる時の抵抗と抵抗率の関係の基本的な理解，また，
ブリッジ回路内の抵抗として金属材料を使用した時の抵抗値と電流についての理解を問
いました。

■採点講評
　前半部分の自由電子の運動の空所 ア  ～ カ  の問題は，空所 ア  の間違いが多か
ったため，続いて関係する問題の出来がよくありませんでした。全般的に後半部分の電
気回路の空所 キ  ～ ケ  の問題は，よくできていました。
　空所 ア  の電場の強さでは，単位として［V/m］を与えています。その意味を考えて
注意深く解答すれば空所 イ  ， ウ  は比較的容易に解答できます。自由電子の運動か
らオームの法則を導く空所 エ  ～ カ  のうち，電流の大きさを求める空所 エ  の正
答率は比較的高かったです。空所 ウ  が不正答だった者は，その影響で空所 オ  ， 
 カ  を的確に解答することが難しかったようです。基本的な物理の概念をしっかり身
に付け，金属中の自由電子の運動と流れる電流の関係を具体的にイメージしながら論理
的に思考することが肝要です。後半部分の電気回路の問題では，空所 ク  のRxに流れ
る電流の正答率がよくありませんでした。ブリッジ回路において検流計の指示値が０に
なる条件を考えれば，並列回路として取り扱うことができます。電気回路の基本的な問
題ですので，教科書で知識をしっかり理解しておいてください。
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■出題のねらい
　有理関数の微分および積分について，基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　よくできていましたが， f '（ x ）の極限を求める誤答がありました。
　（３）　グラフについて，（２）の結果をうまく利用できていない解答がありました。
　（４）　不定積分の計算ミスや，f（ x ）を偶関数だと勘違いするミスが見受けられました。

■出題のねらい
　三角関数の３次関数について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　概ねできていましたが，三角関数の合成の計算が間違っている人が見受けられま

した。

■出題のねらい
　絶対値を含む２次関数について，基本計算，最小値，直線との交点，定積分を問いま
した。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　多くの人が正答できていましたが， x を残した式を解答しているものが複数あり

ました。問題文をよく読み，要求に対して正確に答えるようにしてください。
　（３）　多くの人が正答にたどりついていました。一方で，g'（１）=３から a ，b の式を

導出する際にミスをし，減点対象となった解答が散見されました。原始関数や積分
について操作の意味を理解したうえで，十分な練習を積んでください。

　（４）　絶対値に関する場合分けによって，積分区間，符号，式変形などを正確に行うこ
とが重要です。正答にたどりついた人は多くいましたが，計算ミス，転記ミスに
よって減点対象となった人も多かったです。落ち着いて導出し，確認を怠らないよ
うにしましょう。

■出題のねらい
　指数関数を含む関数の微分積分について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが， e‒2xの微分を－2xe ‒2xとする誤答が見受けられました。
　（２）　（１）を正答した人は，概ねよくできていました。 e ‒2x＝０から x ＝０とした誤

答が少数ですがありました。
　（３）　よくできていました。
　（４）　 g（ t ）の式を正しく書けている人が少なかったです。少し複雑ですが落ち着い

て考えましょう。
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■出題のねらい
　ばね・自由落下・衝突といったさまざまな力学の要素を問う問題です。衝突前後で各
種条件が一変しますが，そこで混乱せずに，保存されるものは何かを適切に理解する必
要があります。初期条件によってシナリオが変わる未来を予測する要素を取り入れまし
た。

■採点講評
　基本的な問題と発展問題を出題しました。 問１，２，空所 ア  ， イ  ， ウ  およ
び問３，４，５は，基本的な問題のため，全体的によくできていました。ただ，座標軸の
向き（符号のつけかた）の誤りが目立ちました。また，問４は，力学的エネルギー保存
の法則の式を間違えて解答しているものが多く見受けられました。運動量保存則とエネ
ルギー保存則は，一見似たような法則ですので，成り立つ条件などを整理しておいてく
ださい。
　一方，発展的な問題については，あまり正答率は高くありませんでした。ただし，こ
れらの問題は，決して難しい問題ではありません。空所 エ  は，その直前の空所 
 ア  ， イ  ， ウ  を用いてエネルギー保存則から求められます。ただし，式のかた
ち自体はやや複雑なため，慎重に確認する必要があります。空所 オ  は，考え方，解
き方は空所 エ  とほぼ同じですが，基準点とそれに対する向き（符号）を落ち着いて
考えないと間違えてしまいます。空所 オ  に空所 エ  と同じ解答を書いた人が多かっ
たですが不正答です。問６は，出題者の予想に反して高い正答率でした。問７は，方程
式を立てるだけなので，少し変わった問題に感じたかもしれません。初速のある自由落
下の運動の式と与えられた単振動の式をイコールでつなげる容易な問題でしたが，座標
軸の向き（符号）の間違いが多く見受けられました。

Ⅰ ■出題のねらい
　金属の抵抗と抵抗率の関係式を手掛かりに，金属内で自由電子が電界（電場）から力
を受けて運動し，電流となって流れる時の抵抗と抵抗率の関係の基本的な理解，また，
ブリッジ回路内の抵抗として金属材料を使用した時の抵抗値と電流についての理解を問
いました。

■採点講評
　前半部分の自由電子の運動の空所 ア  ～ カ  の問題は，空所 ア  の間違いが多か
ったため，続いて関係する問題の出来がよくありませんでした。全般的に後半部分の電
気回路の空所 キ  ～ ケ  の問題は，よくできていました。
　空所 ア  の電場の強さでは，単位として［V/m］を与えています。その意味を考えて
注意深く解答すれば空所 イ  ， ウ  は比較的容易に解答できます。自由電子の運動か
らオームの法則を導く空所 エ  ～ カ  のうち，電流の大きさを求める空所 エ  の正
答率は比較的高かったです。空所 ウ  が不正答だった者は，その影響で空所 オ  ， 
 カ  を的確に解答することが難しかったようです。基本的な物理の概念をしっかり身
に付け，金属中の自由電子の運動と流れる電流の関係を具体的にイメージしながら論理
的に思考することが肝要です。後半部分の電気回路の問題では，空所 ク  のRxに流れ
る電流の正答率がよくありませんでした。ブリッジ回路において検流計の指示値が０に
なる条件を考えれば，並列回路として取り扱うことができます。電気回路の基本的な問
題ですので，教科書で知識をしっかり理解しておいてください。
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